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１．改正されたＪＩＳ 

   ５月２０日付で下記５規格が改正公示されました。主な概要は以下のとおりです。 
   ①ＪＩＳ Ｄ９１１１（自転車－分類及び諸元） 

・「電動アシスト自転車」を新たに大分類として位置づけた。 
・「三輪自転車」を大分類に位置づけし、「三輪車」を新たに区分した。 
・大分類「特殊自転車」の「その他の車」に「幼児２人同乗用自転車」と「特殊三輪車」

を位置づけた。 
 

   ②ＪＩＳ Ｄ９３０１（一般用自転車） 
    ・「電動アシスト自転車」を新たに大分類に区分したことに伴う諸改正。 
    ・前ホーク強度試験に関する追加改正。 
    ・サスペンションホークの強度試験の追加改正。 
    ・ペダル先端部の強度試験の追加改正。 
    ・リヤキャリヤの表示、取扱説明書に関する追加改正。 
     ※ただし、平成２２年１１月１９日（改正公示日から６ヶ月）までは、ＪＩＳ表示認証

は猶予されています。 
 
   ③ＪＩＳ Ｄ９４１９（自転車－ハブ） 
    ・「電動アシスト自転車」を新たに大分類に区分したことに伴う改正。 
 
   ④ＪＩＳ Ｄ９４０１（自転車－フレーム） 
    ・「電動アシスト自転車」の三輪車を適用外とした。 
    ・フレーム種類の区分変更 
    ・フレーム耐振性試験法の追加改正。 
 
   ⑤ＪＩＳ Ｄ９４５３（自転車－リヤキャリヤ及びスタンド） 
    ・現行キャリヤのクラスに新たに“クラス２７”を設けた。 
    ・各クラスには最大積載質量を明記した。 
    ・各クラスには「幼児用座席の製品質量」と「幼児用座席が指定する最大適用体重」の関

係を明記した。 
    ・“クラス１８”のキャリヤに幼児用座席の取り付けを不可とした。 
    ・表示と取扱説明書の記載内容を大幅に改正した。 
 

なお、今回改正されたＪＩＳの内容については、日本工業標準調査会のホームページ

（http://www.jisc.go.jp/）から閲覧が可能です。 
 


